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１．オペフロ調査の目的

オペレーティングフロア（以下，オペフロ）の床面及び天井面の調査を2021年
4月14日～15日で実施。
目的

床面調査は，シールドプラグの隙間及び下部にあると想定されるセシウムからの散
乱線の影響を評価すること。
天井面調査は，天井の表面汚染密度を評価すること。

当該調査結果は，事故分析のみならず，廃炉作業のインプットとして活用。

調査に用いた遠隔操作機器

Kobra Packbot

：測定点
（床面と天井は，平面位置の同一場所で測定）

調査に用いた測定器

床面調査用 天井面調査用

床面測定治具
ポータブル線量計

※1cm線量当量，70μｍ線量当量を測定 コリメータγ線量計 1



Kobra

オペフロ床面調査
ポータブル線量計を測定用治具に設置し，Kobraにて測定点に運搬

着床させ，4分間の測定を実施（待機）

測定治具の着床状態をPackbotのカメラで確認

床面測定用治具
Packbot

ポータブル線量計設置位置
アクリル遮蔽あり・なし

測定用治具写真

Kobra

コリメータγ線量計

Packbot
コリメータγ線量計写真

表示部
治具表示部

オペフロ天井面調査
コリメータγ線量計を天井に向け1分間測定（待機）

Packbotのカメラで表示部を確認し，測定値を記録

２．オペフロ調査方法
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【床面の表面汚染密度評価値】
西側平均 3.6E＋04Bq/cm2

シールドプラグ上平均 8.4E＋04Bq/cm2

東側平均 6.8E＋04Bq/cm2

【天井面の表面汚染密度評価値】
平均 2.3E＋05Bq/cm2

オペフロ内床面(東側，西側，シールドプラグ上)の表面汚染密度は，ほぼ同様
であることを確認。2021年3月に実施したオペフロ空間線量率測定結果のシー
ルドプラグ上部における空間線量率が，他の領域より高かった原因は散乱線※

の影響と評価。※：3層のシールドプラグの隙間及び下部に蓄積されているセシウムの影響

天井面の汚染が一様に存在した場合の床面高さ1mの位置における天井面から
の線量寄与は，0.9mSv/h程度※であると評価。※測定値を基に高エネ研にて評価

測定点⑩における床面測定状況 測定点⑩における天井面測定状況

ポータブル線量計を用いた調査

コリメータγ線量計を用いた調査

３．床面・天井面の表面汚染密度の測定結果
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※工程の進捗により変更する可能性有

：品質管理上のホールドポイント

シールドプラグ上は，散乱線の影響が大きいことが確認できた。散乱線は，直接線
に比べて，γ線エネルギーが低いことから，今後実施する遮蔽の線量低減効果に十
分期待できる見込みである。

オペフロ環境の目標線量1mSv/h以下を達成すべく，除染作業と遮蔽設置作業を進
める。

４．今後のスケジュール
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

構台設置

燃料取扱

設備設置

2021年度
2022年度 2023年度以降

現地工程

原子炉建屋

内環境整備

2020年度

上期 下期

許認可

残置物移動片付け・線量調査 除染・遮蔽（その１）

ヤード整備・地盤改良等

燃料取り出し用構台・開口設置

燃料取扱設備製作・試験

燃料取扱設備設置

燃料取り出し

実施計画審査

2024年度～2026年度

燃料取り出し開始

実施計画申請

製造前の品質確認

現地試験

製造時の品質確認(適宜) 工場試験

使用前検査

除染・遮蔽（その２）

干渉物撤去

線量評価



参考１．ポータブル線量計を用いた測定により表面汚染密度を求める原理

アクリル遮蔽がないポータブル線量計は，γ線，β線を測定するが，2mmの
アクリル遮蔽があるポータブル線量計は，Cs-137のβ線(最大0.514MeV)が遮蔽される。

アクリル遮蔽がないポータブル線量計と2mmのアクリル遮蔽があるポータブル線量計の
差分により，Cs-137のβ線線量率を算出する。

Cs-137のβ線線量率に応じたCs-137の表面汚染密度の関係は，校正線源を用いて事前に
取得しておくことにより，Cs-137の表面汚染密度を算出する。
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ポータブル線量計(アクリル遮蔽なし)

ポータブル線量計(2mmアクリル遮蔽あり）

5cm

・γ線(Cs-137）

・β線(Cs-137）

ポータブル線量計
(アクリル遮蔽なし)

・γ線(Cs-137）

ポータブル線量計
(アクリル遮蔽あり)

・β線(Cs-137)

β線線量率

参考

2018年に２号機原子炉建屋オペフロ西側壁面のボーリングコア試料の核種分析をＪＡＥＡにて実施しており，
Ｃｓ137とＳｒ90の比率からＣｓ137が支配的な状況であり，床面についても同様であると類推している。



参考２．測定結果【床面調査】

【測定日】4/14 【測定器】ポータブル線量計 【測定高さ】床面より5cm

測定点

1cm線量当量率（測定値） 70μm線量当量率（測定値）
Cs-137表面汚染密度

（評価値）※2

mSv/h mSv/h
Bq/cm2

遮蔽なし 遮蔽あり 遮蔽なし 遮蔽あり

① 6.72 6.76 32.3 8.58 3.3E+04

② 14.2 25.7 29.8 40.3 －※1

③ 5.92 5.84 15.1 6.80 1.2E+04

④ 8.26 7.78 36.3 9.42 3.7E+04

⑤ 19.2 14.2 42.7 16.8 －※1

⑥ 17.5 16.3 65.0 20.6 6.2E+04

⑦ 38.0 36.3 107 46.8 8.3E+04

⑧ 229 254 362 353 1.2E+04

⑨ 265 365 567 485 －※1

⑩ 147 123 472 156 －※1

⑪ 22.2 23.3 142 30.5 1.6E+05

⑫ 50.3 49.1 132 60.5 1.0E+05

⑬ 113 85.8 189 102 －※1

⑭ 50.3 49.1 92.0 66.4 3.6E+04
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※1 黄色ハッチング箇所のみを有効とした。
1cm線量当量率のアクリル遮蔽ありとアクリル遮蔽な
しで，差が10％以上ある測定点については，線量計
の近くに局所的な高濃度汚染が存在している可能性が
あるため評価対象外とした。

※2 表面汚染密度換算式
表面汚染密度＝(アクリル遮蔽なし(70μm)-アクリル

遮蔽あり(70μm))÷換算定数
・換算定数：7.2E-04[(mSv/h)/(Bq/cm2)]

(測定値を基に高エネ研にて評価)

オペフロ内床面（西側，東側，シールドプラグ上）の表面汚染密度は，ほぼ同様であることを確認した。
このことから，シールドプラグ上部の線量率が他の領域より高い原因は，散乱線（３層のシールドプラグの隙間及び下部に蓄
積されているセシウム）の影響と評価出来る。



参考３．測定結果【天井面調査】

※1 14箇所の天井の平均表面汚染密度
(2.3E+05Bq/cm2) が，天井に一様に存
在した場合の床面高さ１ｍの位置におけ
る天井からの線量寄与(測定値を基に高エ
ネ研にて評価)

※2 表面線量率 換算式
表面線量率＝コリメータ値×換算定数-

空間線量率×鉛減衰率
・換算定数：8.20E-04[(mSv/h)/cps]
・鉛減衰率：1.81E-03

※3 表面汚染密度 換算式
表面汚染密度＝表面線量率×換算定数
・換算定数：1.38E+06[(Bq/cm2)/
(ｍSv/h)]

(測定値を基に高エネ研にて評価)

【測定日】4/15 【測定器】コリメータγ線量計，Dose-i（空間線量計） 【測定高さ】床面より1.2m
測定結果を用いて天井面からの線量寄与を評価したところ，床面高さ1mの位置で0.9mSv/h程度※1
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参考4．測定結果の考察

これまでのオペフロ調査でシールドプラグ上部のγ線線量率が他の領域より高いことが分かっており，オペ
フロ面により多くの汚染が付着していれば他の領域よりもオペフロ面に付着したCsの直接線が高いと考えら
れる。

床面調査により，オペフロ面でほぼ同じ表面汚染密度であることが確認できた。

シールドプラグ上部のγ線線量率が他の領域より高い原因は，散乱線※１（3層のシールドプラグの隙間部及
び下部に大量に蓄積されているCs）の寄与が大きいと判断できる。

シールドプラグ上の線源は，オペフロ表面に残っているというよりも，散乱線の大きくなるような領域（表
面ではない場所）に線源があると推定されることから，遮蔽による効果は十分期待できる見込みである。
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Cs汚染箇所

散乱線の寄与が大きい場合のオペフロγ線線量率イメージ

シールドプラグの隙間部及び下部に
蓄積しているCsの散乱線

オペフロ表面に付着しているCsの直
接線

頂部

中間

底部

参考

2014年に２号機原子炉建屋内から採取したシールドプラグ上部・北東床面のボーリングコア試料の分析をＪＡＥＡにて実施
した結果と今回の測定結果を比較して同程度の表面汚染密度であった。

*1 Csの直接線（γ線）が構造体（シールドプラグ等）に衝突して
コンプトン散乱を起こし、それにより発生した散乱線



【遮蔽計画】
：鉄板遮蔽厚さ
ウェル上：250mm
床面：80mm
壁面：40～60mm

：コンクリート遮蔽厚さ
床面：200mm

●：ITV配置箇所
■：アクセス通路

参考５．オペフロ線量低減の設計状況

【オペフロ内の線量評価】

有人作業を想定している
エリアでの線量率の評価結果
約1.8～2.3mSv/h

アクセス通路内部の評価結果
約0.2mSv/h

遮蔽設置範囲図アクセス通路イメージ除染範囲図（床面，壁面）※

北面

N

南面

東面

床面

壁面：ブラシ除染，散水除染
床面：ブラシ除染，散水除染

吸引除染

西面

2018年度に実施したオペフロ調査結果から，遮蔽体設置工法及び除染の仕様について現在詳細
な検討を進めている。

除染及び遮蔽設置後の評価結果より，原子炉建屋内の有人作業は限定的な作業ではあるが，可能
であると評価している。想定している有人作業は以下の通り。

設備設置時：SFP近傍へのITV及び照明設置，非常用注水配管設置，ランウェイガーダ設置

設備不具合時：ITV故障，燃料取扱機油圧系統不具合等

今後実施する線量低減作業時にホールドポイント（除染・遮蔽完了後等）を設け，線量低減効果
の確認を行い，追加線量低減対策の要否を検討する計画。

※アクセス可能な範囲で実施

再掲 2021.1.25特定原子力施設監視・評価検討会
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参考６．天井面の除染範囲

天井面の除染範囲図

：天井ブラシ除染
：天井クレーンブラシ除染

走行レール

除染装置

高所作業台車イメージ図

高所作業台車を使用し，アクセス可能な範囲で高所壁面，天井，天井クレーン
（底面，側面）の除染を計画している。
N

再掲 2021.1.25特定原子力施設監視・評価検討会
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参考７．空間線量率（γ線線量率）の測定結果〈床高さ：約1.5ｍ〉

11

前回の空間線量率測定結果と比較し，全体で2割程度の線量低減を確認。

線量低減要因（推定）

残置物移動・片付けによる線量低減：1割程度

自然減衰（2018年度⇒2020年度の約2年間分)：1割程度

2018年11月～12月測定結果 2021年2月～3月測定結果

：測定時にあった残置物 ※オレンジ色字は新規測定点を示す

最大値 最大値

再掲 2021.３.25廃炉・汚染水チーム会合
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１～３号機の原子炉の冷却に必要な注水量について

2021年5月28日

東京電力ホールディングス株式会社
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原子炉の冷却に必要な注水量について

1

実施計画Ⅲ第1編第18条では「原子炉の冷却に必要な注水量が確保されていること」を運
転上の制限として定めており，必要な注水量の実際の値は，注水温度の季節変化を考慮し
た崩壊熱相当の注水量※１として以下の式で評価している。

Ｗ ＝ Ｑ × ρ × 3600×103 ／ Cp ／（80－ Tin）

至近1年間の必要な注水量の評価結果は以下の通り。（単位はm3/h）

実際の注水量は，日常の流量変動に対応する運用上の余裕や，設備面での流量下限の制約
などを考慮した目標注水量を定めており，現在の１～３号機では，基本的に3.0m3/h
（FDW系:1.5m3/h，CS系:1.5m3/h）としている。

2020年 2021年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

1号機 1.0 1.1 1.0 0.9 0.8 0.9

２・３号機 1.2 1.3 1.2 1.1 1.0 0.9 1.0 1.1

W 原子炉の冷却に必要な注水量[m3/h] Q 崩壊熱[MW]

ρ 水の比容積[m3/kg] Cp 水の比熱[J/g/K] 

Tin 注水温度[℃] 80 RPV底部温度が80℃以下であること（第18条）

※1 実施計画Ⅱ 2.1 原子炉圧力容器・格納容器注水設備 添付資料－3
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（参考）原子炉の冷却に必要な注水量の評価条件

2

至近1年間の評価に適用した崩壊熱は以下の通り。（単位はMW）
ORIGENコードによる評価値
注水量評価ではセシウム等の既放出ＦＰの崩壊熱寄与を減じて評価

至近1年間の評価に適用した注水温度は以下の通り。（単位は℃）
過去の実績注水温度から，月毎の季節変化を考慮して設定

2020年 2021年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

1～3号機 27.1 30.8 30.9 29.1 26.2 21.6 17.2 13.4 11.7 14.5 20.2 23.8

2020年 2021年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

1号機 0.063 0.062 0.061

２号機 0.077 0.076 0.075 0.074

３号機 0.076 0.075 0.074
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至近1年の注水量の実績（1号機）

3

1号 原子炉注水停止試験の実施に伴い
FDW系のみによる注水への切替

1号 PCV水位低下に伴い，注水量を増加

1号 原子炉注水停止試験の実施に伴い注水停止

1号 CS系原子炉注水配管点検に伴い
FDW系のみによる注水へ切替
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至近1年の注水量の実績（2号機）

4

2号 原子炉注水停止試験の実施に伴い
CS系のみによる注水へ切替

2号 CS系原子炉注水配管点検に伴い
FDW系のみによる注水へ切替

2号 原子炉注水停止試験の実施に伴い注水停止
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至近1年の注水量の実績（3号機）

5

3号 CS系原子炉注水配管点検に伴い
FDW系のみによる注水へ切替

3号 原子炉注水停止試験の実施に伴い
CS系のみによる注水へ切替

3号 原子炉注水停止試験の実施に伴い注水停止
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使用済燃料プール水質状況について
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東京電力ホールディングス株式会社
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福島第一原子力発電所 使用済燃料プール水質状況

試料
名

採取日時
pH 導電

率
Cl（塩化物
イオン）

Cs-134 Cs-137
備考

－ mS/m ppm Bq/L Bq/L

1号機
SFP

2021/02/08 8.6 34 27 2.511E+05 6.659E+06

実施
計画
に基
づくサ
ンプリ
ング

2021/04/23 8.4 34 26 2.320E+05 7.020E+06

2号機
SFP

2021/01/22 8.5 26 16 1.278E+04 5.851E+05

2021/04/14 8.8 26 16 1.157E+04 5.713E+05

3号機
SFP

2021/01/14 8.4 35 33 3.161E+04 6.882E+05

2021/04/12 8.4 35 32 1.763E+04 4.189E+05

4号機
SFP

2021/01/14 8.5 22 23 7.880E+01 2.507E+03

2021/04/12 9.0 24 39 6.147E+01 2.347E+03

管理値
5.6～10.0
4号機は

5.6～11.0
40以下

100以下
導電率が40mS/m
を超える場合

－ －
プール水
温25℃
において

使用済燃料プール水質サンプリング結果

微生物の発生防止のため，ヒドラジン間欠注入を実施中
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【参考】２号機使用済燃料プール水水質変化について（１）

C
l［

pp
m
］



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 5

【参考】２号機使用済燃料プール水水質変化について（２）

50

40

20

30

10



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 6
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C
l［

pp
m
］



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 7

【参考】３号機使用済燃料プール水水質変化について（２）

50

40

20

30

10



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 8

【参考】４号機使用済燃料プール水水質変化について（１）

C
l［

pp
m
］



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 9

【参考】４号機使用済燃料プール水水質変化について（２）

50

40

20

30

10



循環注水冷却スケジュール（1/2）

東京電力ホールディングス株式会社
循環注水冷却

2021/5/28/現在

18 25 2 9 16 23 30 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

原
子
炉
格
納
容
器
関
連

PCVガス管理

（実　績）
　　・【1号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
　　　　・水素モニタ停止      A系 ： 2021/4/21
        　 ・水素モニタ停止      B系 ： 2021/5/17
 
　　・【1号】PCVガス管理システムダストサンプリング
　　　  ・希ガスモニタ，水素モニタ停止      A系 ： 2021/5/10

　　・【2号】PCVガス管理システム 希ガスモニタ点検
　　　　・希ガスモニタ停止　　A系 ： 2021/5/24,27
　　　　・希ガスモニタ停止　　B系 ： 2021/5/11,18,25

　　・【2号】PCVガス管理システム ダストモニタ点検
　　　　・希ガスモニタ停止　　A系 ： 2021/5/20
　　　　・希ガスモニタ停止　　B系 ： 2021/5/17
 
　　・【3号】PCVガス管理システム 希ガスモニタ点検
  　 　　・希ガスモニタ停止　　A系 ： 2021/5/24,27
　　　　・希ガスモニタ停止　　B系 ： 2021/5/13,19,25

　　・【３号】PCVガス管理システム ダストモニタ点検
　　　　・希ガスモニタ停止　　A系 ： 2021/5/21
　　　　・希ガスモニタ停止　　B系 ： 2021/5/14

　　・【３号】PCVガス管理設備排気ファン（Ａ）及び電動機（A，B）点検
          ・PCVガス管理設備停止　A系：2021/４/27
          ・PCVガス管理設備停止　B系：2021/４/27

（予　定）
　　・【1号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
          ・水素モニタ停止      A系 ： 2021/6/21
          ・水素モニタ停止      B系 ： 2021/7/中旬
          ・水素モニタ停止      A系 ： 2021/8/中旬
          ・水素モニタ停止      B系 ： 2021/9/中旬
　
　　・【1号】PCVガス管理システムダストサンプリング
　　　  ・希ガスモニタ，水素モニタ停止      A系 ： 2021/6/14
 
　　・【２号】PCVガス管理設備フィルター（A，B）交換
         ・PCVガス管理設備停止　A系：2021/6/10
         ・PCVガス管理設備停止　B系：2021/6/9

　　・【2号】PCVガス管理システム 希ガスモニタ点検
　　　・希ガスモニタ停止　　B系 ： 2021/5/28

　　・【3号】PCVガス管理システム 希ガスモニタ点検
　　　・希ガスモニタ停止　　B系 ： 2021/5/28

現
場
作
業

原
子
炉
格
納
容
器
関
連

窒素充填

　
（実　績）
　　・【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入
　　　- 連続窒素封入へ移行（2013/9/9～）（継続）

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

備　考

循
環
注
水
冷
却

原
子
炉
関
連

循環注水冷却

（実　績）
　・【共通】循環注水冷却中（継続）

　・【３号】原子炉注水停止試験の実施について

　　　・３号機　ＣＳ系のみによる注水へ切替　2021/4/5～4/23

（予　定）

　・【１号】CS系原子炉注水配管点検

　　　・1号機　FDW系のみによる注水へ切替　2021/５/18～６/１

　・【2、3号機】タービン建屋内炉注水系による運転確認

　　　・2号機　２021/6/7～6/8
　　　・3号機　２021/6/14～6/15

現
場
作
業

5月 6月 7月

海水腐食及び
塩分除去対策

（実　績）
　・CST窒素注入による注水溶存酸素低減（継続）
　・ヒドラジン注入中（2013/8/29～） 現

場
作
業

8月 9月

上 中

11月以降10月

下

分
野
名

括
　
り

作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定 4月

【１，２，３号】原子炉圧力容器 原子炉格納容器 窒素封入中

【１，２，３号】継続運転中

CST窒素注入による注水溶存酸素低減

【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入

【１，２，３号】循環注水冷却（滞留水の再利用）

原子炉・格納容器内の崩壊熱評価、温度、水素濃度に応じて、また、
作業等に必要な条件に合わせて、原子炉注水流量の調整を実施

略語の意味
CS：炉心スプレイ
CST：復水貯蔵タンク
PCV：原子炉格納容器
SFP：使用済燃料プール

ヒドラジン注入中

【３号】ＣＳ系のみによる注水へ切替

【１号】FDW系のみによる注水へ切替

【２号】PCVガス管理設備A系停止

【２号】PCVガス管理設備B系停止

【1号】水素モニタA停止

【３号】PCVガス管理設備A系停止

【３号】PCVガス管理設備B系停止

【1号】水素モニタB停止

【２号】希ガスモニタB停止

【1号】水素モニタA停止
【1号】水素モニタB停止【1号】水素モニタA停止【1号】水素モニタB停止

【３号】希ガスモニタB停止

【1号】希ガス・水素モニタA停止

実績反映

実施時期調整中

【2、3号機】タービン建屋内炉注水系による運転確認

最新工程反映

【1号】希ガス・水素モニタA停止

【３号】希ガスモニタA停止

【２号】希ガスモニタA停止

最新工程反映

【２号】希ガスモニタB停止

【３号】希ガスモニタB停止

追加

【3号機】【2号機】

追加

1/2



循環注水冷却スケジュール（2/2）

東京電力ホールディングス株式会社
循環注水冷却

2021/5/28/現在

18 25 2 9 16 23 30 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

備　考5月 6月 7月 8月 9月

上 中

11月以降10月

下

分
野
名

括
　
り

作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定 4月

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

（実　績）
　・【共通】使用済燃料プールへの非常時注水手段として
　　　　　　コンクリートポンプ車等の現場配備（継続）

現
場
作
業

海水腐食及び
塩分除去対策
（使用済燃料プール
　薬注＆塩分除去）

（実　績）
　・【共通】プール水質管理中（継続）

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
関
連

使用済燃料プール
循環冷却

（実　績）

　・【共通】循環冷却中（継続）

（予　定）
　

　・【1号】 SFP冷却設備計装品点検及び事務本館ケーブル修理
　　　・SFP一次系停止：2021/6/1　～　2021/6/25

　・【2号】 SFP冷却設備計装品点検及び事務本館ケーブル修理
　　　・SFP一次系停止：2021/6/1　～　2021/6/25

　・【3号】 SFP冷却設備計装品・配管・電動弁他点検及び事務本館ケーブル修理
　　　・SFP一次系停止：2021/6/1　～　2021/7/2

　・【共通】1～3号　SFP二次系共通冷却設備計装品点検及び事務本館ケーブル修理
　　　・SFP二次系停止：2021/6/1　～　2021/6/25

現
場
作
業

使用済燃料プール
への注水冷却

【１，２，３号】循環冷却中

【１，２，３号】蒸発量に応じて、内部注水を実施

【１，３号】コンクリートポンプ車等の現場配備

【１，２，３，４号】ヒドラジン等注入による防食

【１，２，３，４号】プール水質管理

【1号】ＳＦＰ一次系停止

【２号】ＳＦＰ一次系停止

【3号】ＳＦＰ一次系停止

【共通】ＳＦＰ二次系停止

実施時期修正

2/2



東京電力ホールディングス株式会社
使用済燃料プール対策

2021/5/28現在

18 25 2 9 16 23 30 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

①現地調査等（'13/7/25～）

②作業ヤード整備 等

③建屋カバー（残置部）解体 （準備作業等含む）

③大型カバー設置 （準備作業等含む）

燃料取り出し用構台の検討・設計

④南側ヤード干渉物撤去

④地盤改良

燃料取り出し設備の検討・設計

燃料取り出し設備の検討・設計

乾式キャスク製作・検査

乾式保管設備（共用プール用）検討

高線量機器取り出し方法の検討、取り出し機器・容器等の設計・製作

高線量機器取り出し方法の検討、取り出し機器・容器等の設計・製作
検
討
・
設
計

高
線
量
機
器
取
り
出
し

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
対
策

制御棒等高線量機器
取り出し

4
号
機

（実　績）
 　・なし

（予　定）
　 ・高線量機器取り出し方法の検討

共用プール空き容量確保（既
設仮保管設備受入）

（実　績）
   ・なし

（予　定）
　・なし

現
場
作
業

【主要工程】
・乾式キャスク搬出作業開始（2022/3）

３
号
機

（実　績）
 　・高線量機器取り出し方法の検討

（予　定）
　・高線量機器取り出し方法の検討
　・プール内調査
　・プール内ガレキ撤去

検
討
・
設
計

【主要工程】
○３号機　使用済燃料プール内調査：2021年7月～2021年9月
○３号機　使用済燃料プール内ガレキ撤去：2021年9月～

現
場
作
業

　　　　　　　　　　　　　　　使用済燃料プール対策　スケジュール

分
野
名

括
　
り

作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定
4月 5月 7月 8月6月

上 中 下

廃炉中長期実行プラン２０２１
目標工程

11月
備　考

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
対
策

カ
バ
ー

燃料取り出し用カバーの
詳細設計の検討

原子炉建屋上部の
ガレキの撤去

燃料取り出し用カバーの
設置工事

１
号
機

（実　績）
　・燃料取り出し方法の基本検討
　・現地調査等
　・作業ヤード整備
　・建屋カバー（残置部）解体

（予　定）
　・燃料取り出し方法の基本検討
　・現地調査等
　・作業ヤード整備
　・建屋カバー（残置部）解体
　・大型カバー設置（準備作業含む）

検
討
・
設
計

【主要工程】
〇ガレキ撤去
・ガレキ撤去：'18/1/22～20/11/24（大型カバー設置後に再開予定）
・Ｘブレース撤去：'18/9/19～'18/12/20
・機器ハッチ養生：'19/1/11～'19/3/6
・屋根鉄骨分断：'19/2/5～'19/2/22
・SFP周辺小ガレキ撤去：'19/3/18～'20/9/18
・ウェルプラグ調査：'19/7/17～'19/8/26
・ＳＦＰ内干渉物等調査：'19/8/2、'19/9/4～6　9/20、27
・ウェルプラグ上のH鋼撤去：'19/8/28
・FHM下部支障物撤去：'20/3/3～'20/3/14
・SFPゲートカバー設置：'20/3/16～'20/3/18
・SFP養生設置（準備作業含む）：'20/3 /20～20/6/18
・FHM支保設置（準備作業含む）：'20/9/15～20/10/23
・天井クレーン支保設置（準備作業含む）：'20/10/28～20/11/24
○大型カバー設置
・残置カバー解体（準備作業含む）：'20/11/25～
【規制庁関連】
・オペレーティングフロア床上ガレキの一部撤去等　実施計画変更認可
（2019/3/1）
・大型カバー　実施計画変更申請（2021/6/予定）

※○番号は、別紙配置図と対応

検
討
・
設
計

9月

現
場
作
業

10月

燃
料
取
扱
設
備

クレーン／燃料取扱機の
設計・製作

プール内ガレキの撤去、
燃料調査等

１
号
機

現
場
作
業

2
号
機

（実　績）
　・燃料取り出し方法の基本検討
　・現地調査等
　　南側ヤード干渉物撤去
　・原子炉建屋オペフロ調査
　　（準備作業等含む）
      【規制庁との協働調査】
   ・【構外】原子炉建屋オペフロ除染
　　除染作業検証・モックアップ

（予　定）
　・燃料取り出し方法の基本検討
　・現地調査等
　　南側ヤード干渉物撤去
　・【構外】原子炉建屋オペフロ除染
　　除染作業検証・モックアップ
　・原子炉建屋オペフロ除染
　　除染装置試運転・モックアップ
   ・【構外】オペフロ遮蔽体設置
　　準備・モックアップ
　・地盤改良

（実　績）
　・燃料取り出し方法の基本検討

（予　定）
　・燃料取り出し方法の基本検討

乾式保管設備（共用プール
用） 検討・設計・設置工事

（実　績）
   ・共用プールクレーン点検

（予　定）
　・なし

現
場
作
業

【主要工程】

○共用プール設備点検：
　・クレーン点検：'21/3/15～'21/4/9

燃料受け入れ

乾式キャスク製作

（実　績）
   ・乾式キャスク製作・検査

（予　定）
　・乾式キャスク製作・検査

調
達

【主要工程】
・実施計画変更認可済（2020/9/29）

以降

●1号機大型カバーの
設置完了(2023年度

頃）

●1号機燃料取り出し
の開始（2027～

2028年度）

●2号機燃料取り出し
の開始（2024～

2026年度）

●1～6号機燃料取り
出し完了（2031年

内）

●その他プール燃料取
り出し関連作業

【主要工程】
　・燃料取り出し計画の選択：'19/10/31
　・ヤード整備工事   ：'15/3/11～'16/11/30
　・西側構台設置工事：'16/9/28～'17/2/18
　・前室設置工事　　：'17/3/3～'17/5/16
　・屋根保護層撤去（遠隔重機作業）：'18/1/22～'18/5/11
　・オペレーティングフロア西側外壁開口：'18/4/16～'18/6/21
　・鉄骨トラス状況確認：'18/2/28～18/3/17
　・オペレーティングフロア調査：'18/6/25～'18/7/18
　・オペレーティングフロア残置物移動・片付け：'18/8/23～'18/11/６
　・オペレーティングフロア残置物移動・片付け後調査と
　　片付け：'18/11/14～'19/2/28
　・西側構台設備点検：'19/2/13～'19/3/26
　・オペレーティングフロア残置物移動・片付け（その２）：'19/3/25～
　　'19/８/27
　・オペレーティングフロア残置物移動・片付け（その３）：'19/９/10～
　　'20/2/25
　・SFP内調査：'20/4/27～'20/6/30（調査：'20/6/10～'20/6/11）
　・オペレーティングフロア残置物移動・片付け（その４）：'20/3/2～
　　'20/12/11
　・原子炉建屋オペフロ調査：'20/12/7～'2１/3/10
　・原子炉建屋オペフロ除染：'21/６/上旬～'2２/1/下旬
　・【構外】原子炉建屋オペフロ除染作業検証：'21/３/１５～'21/7/末
　・原子炉建屋オペフロ除染：'21/６/上旬～'2２/1/下旬
　・原子炉建屋オペフロ遮蔽体設置：'21/１０/上旬～'2２/５/下旬
　・地盤改良工事：'21/９/末～'2２/上期
 【規制庁関連】
　・西側外壁開口設置
　　実施計画変更認可（2017/12/21）
　・燃料取り出し用構台
　　実施計画変更申請（2020/12/25）
　・燃料取扱設備
　　実施計画変更申請（2020/12/25）

　※○番号は、別紙配置図と対応

2
号
機

（実　績）
　・燃料取り出し方法の基本検討
（予　定）
　・燃料取り出し方法の基本検討

検
討
・
設
計

【主要工程】
　・燃料取り出し計画の選択：'19/10/31

検
討
・
設
計

共
用
プ
ー
ル

【主要工程】
　・燃料取り出し計画の選択：2014年10月
　　　→プール燃料取り出しに特化したプランを選択
　・ガレキ撤去計画継続検討
　・燃料取り出し計画の選択：'19/12/19

現
場
作
業

（実　績）
　・乾式保管設備（共用プール用）検討

（予　定）
　・乾式保管設備（共用プール用）検討

検
討
・
設
計

大型カバー，ガレキ撤去の検討・設計

（2026年度頃完了予定）

（2024年度頃完了予定）

（2026年度頃完了予定）

（2026年度頃完了予定）

（2023年度頃完了予定）

（2023年度頃完了予定）

継続検討中

（2022年9月完了予定）

プール内調査

プール内ガレキ撤去

（2024年度頃完了予定）

（2024年度頃完了予定）

（2022年年度上期完了予定）

⑤原子炉建屋オペフロ除染

除染装置試運転・モックアップ・準備作業

【構外】原子炉建屋オペフロ遮蔽体設置

（準備・モックアップ）

除染

（202２年１月完了予定）

（202２年５月完了予定）

継続検討中

【構外】原子炉建屋オペフロ除染

除染作業検証・モックアップ

継続
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東京電力ホールディングス株式会社
燃料デブリ取り出し準備

2021/5/28現在

11 18 25 2 9 16 23 30 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

（実　績）
　○3号機南側地上ガレキ撤去（継続）

（予　定）
　○3号機南側地上ガレキ撤去（継続）

３
号

（実　績）なし

（予　定）なし

（実　績）なし

（予　定）
　○原子炉格納容器水位低下（新規）

1
号

（実　績）なし

（予　定）なし

（実　績）
　○原子炉格納容器内部調査（継続）

（予　定）
　○原子炉格納容器内部調査（継続）

1
号

（実　績）
　○原子炉格納容器内部調査（継続）

（予　定）
　○原子炉格納容器内部調査（継続）
　○1/2号機SGTS配管撤去（新規）

分
野
名

括
り 作業内容

燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出
し
準
備

原
子
炉
建
屋
内
環
境
改
善

燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出
し

燃料デブリの
取り出し

原子炉建屋内の
環境改善

格
納
容
器
内
水
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築

格納容器内水循環
システムの構築

廃炉中長期実行プラン２０２１
目標工程

●初号機の燃料デブリ
取り出しの開始

●取り出し規模の更な
る拡大（1/3号機）

●段階的な取り出し規
模の拡大（2号機）

燃料デブリ取り出し準備　スケジュール

5月4月

現
場
作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

（実　績）なし

（予　定）なし

3
号

○PCV内部調査
　PCV内部調査に係る実施計画変更申請('18/7/25)
→補正申請('19/1/18)
→認可('19/3/1)
【主要工程】
・PCV内部調査装置投入に向けた作業'19/4/8～

○1/2号機SGTS配管撤去
　1/2号機SGTS配管撤去(その1)に係る実施計画変更
申請('21/3/12)

２
号

3号機原子炉格納容器内取水設備設置に係る実施計画変
更申請('21/2/1)

PCV内部調査に係る実施計画変更申請('18/7/25)
→補正申請('20/9/9)
→認可('21/2/4)

・1号機PCV内作業時のダスト飛散事象を踏まえて，2
号機においてもダスト低減対策を検討中。2号機PCV内
部調査は2022年内開始を目指す試験的取り出しと合わ
せて実施することで検討中。
・PCV内部調査装置投入に向けた作業'20/10/20～
・X-6ペネ内堆積物調査（接触調査：'20/10/28，
3Dスキャン調査：'20/10/30）
・常設監視計器取外し'20/11/10～

現
場
作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

8月 9月 10月

現
場
作
業

（実　績）
　○建屋内環境改善（継続）

（予　定）
　○建屋内環境改善（継続）

2
号

3
号

建屋内環境改善
・線源調査'20/2/19～5/22
　原子炉建屋1階の線量調査･線源調査の実施。
・準備作業'20/11/17～'20/12/13
・北西エリア機器撤去'20/12/14～'21/3/22
　R/B1階北西エリアの線源となっている制御盤他の撤
去。
・北西エリア機器撤去および除染'20/7月～'21/12月
予定

備　考11月以降これまで1ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定 7月

２
号

（実　績）
　○建屋内環境改善（継続）

（予　定）
　○建屋内環境改善（継続）

6月

建屋内環境改善
・2階線量調査の準備作業のうち3階床面穿孔
　　'20/7/20～8/31
　R/B2階の線量調査に向けた準備作業のうち、3階南
側エリアの床面穿孔を実施。
・2階線量調査 準備作業・調査 '20/9/2～9/9、
　　 '20/10/7～10/9
・2階線量低減の準備作業のうち3階床面穿孔
　　'21/3/12～4/9、6月～8月予定

１
号

PCV内部調査装置投入に向けた作業

PCV内部調査

PCV内部調査装置投入に向けた作業

PCV内部調査

（2021年4月末に実施の干渉物調査
により完了時期を検討）

（2022年内完了予定）

北西エリア機器撤去および除染

実施時期調整中
建屋内環境改善 （2021年12月

完了予定）

3号機南側地上ガレキ撤去

（2022年3月
完了予定）

原子炉格納容器水位低下

実施時期調整中

（2021年度
完了予定）取水設備設置

1/2号機SGTS配管撤去

実施時期調整中

（2021年11月
完了予定）

2階線量低減に向けた3階床面穿孔

実施時期調整中

建屋内環境改善
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無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

東京電力ホールディングス株式会社

2021年5月28日

多核種除去設備 本格運転の概要について



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

多核種除去設備（既設ALPS）本格運転に向けた実施事項

1

多核種除去設備（既設ALPS）は、現在、確認試験（ホット試験）中のステータスであり、
今後、除去性能に関する使用前検査を受検予定。

これまで既設ALPSは設備不具合等により受検を順延していたが、このたび受検出来る状態
となったため、受検のための実施計画申請および使用前検査の受検を行う。

本格運転移行に向けて、以下のプロセスで実施
① ホット試験における処理前・処理後の水の62核種の分析
② 62核種の分析結果を確認試験（ホット試験）の結果として実施計画に記載
（変更認可申請）

③ 実施計画の認可後、性能に関する使用前検査を受検



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

今後の予定

2

実施計画変更認可申請のための、各系統における62核種分析状況は以下の通り
A系：入口水／出口水の分析実施済、十分な浄化性能有り
B系：入口水／出口水の分析実施済、十分な浄化性能有り
C系：浄化運転実施済、入口水／出口水の分析実施中（7月ごろ完了予定）

実施計画の認可後、表-10に記載予定の確認事項に基づき、除去性能に関する検査を受検

  
表－１０ 確認事項 多核種除去設備 

確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 

性能 

運転性能 

確認 

実施計画に記載の処理容量が

通水可能であることを確認す

る。 

実施計画に記載した処理容量が

通水可能であり，設備からの異

音、振動等の異常がないこと。 

除去性能 

処理済水に含まれる放射性核

種（トリチウムを除く）につ

いて，除去対象とする 62核種

の放射能濃度を確認する。 

『東京電力株式会社福島第一原

子力発電所原子炉施設の保安及

び特定核燃料物質の防護に関し

て必要な事項を定める告示』に

定める周辺監視区域外の水中の

濃度限度未満であること。 



無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社 3

既設ALPS 本格運転までのスケジュール（案）

2021
年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

使用前
検査

検査
準備

使用前検査申請

実施計画変更

無断複製・転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

使用前検査

62核種分析(C)

既設ALPS(C)
サンプリング

初回申請 補正申請


